
 

 

 

 

訪日外国人旅行者の急回復や金価格の高騰等を受け、足元で金密輸の摘発件数・押収

量は急激に増加し、令和６年上半期の摘発件数は前年同期比 81％増、押収量は同約 8.1

倍となっています。訪日外国人旅行者数と輸入貨物の更なる増加が見込まれる中、金密

輸への対策は喫緊の課題です。 

関税局・税関は、隠匿された金の摘発に効果が期待される検査機器を整備すること等

により、旅客や輸入貨物に対してより一層深度ある検査等を実施できるよう検討を進め

るほか、金密輸に対して経済的不利益を与え、抑止効果を高める観点から、犯則調査を

通じた更なる厳正な処分を実施していきます。 

国民の皆様には、金密輸の深刻な現状を改めて認識いただいた上で、税関検査の強化

等の対策の必要性をご理解いただくとともに、密輸情報の提供など、税関行政へのより

一層のご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～金密輸を阻止するために～ 

【密輸ダイヤル（２４時間）】 

TEL：0120-461-961 

【密輸情報提供サイト（インターネット）】 

https://www.customs.go.jp/quest/smuggling.htm  

名古屋税関 
Nagoya Customs 

令和 6 年 11 月 

＜密輸された金の摘発事例＞ 

事例２【航空貨物】 
ＩＣチップに偽装隠匿さ
れた金を摘発 

事例３【海上貨物】 
コンプレッサーに隠匿さ
れた金を摘発 

事例１【航空機旅客】 
身辺に隠匿された粉末状
の金を摘発 

＜整備する検査機器のイメージ＞ 

https://www.customs.go.jp/quest/smuggling.htm


（参考） 

 

金地金の密輸入（以下、「金密輸」という。）は、金を隠匿して日本国内に持ち込むことによって内

国消費税の納税を回避し、その金を国内において消費税込みの価格で金買取事業者に売却すること

で、消費税額相当分を利益として獲得することを目的として行われています。平成 26年４月に消費

税率が８％へと引き上げられると、金密輸は急増し、平成 29年には 1,347件、押収量にして約 6.3

トンもの金密輸の摘発がありました。急増する金密輸への緊急対策として、財務省関税局は平成 29

年 11月に「ストップ金密輸」緊急対策を策定し、取締りの強化や金密輸の厳罰化等、総合的な金密

輸対策に取り組みました。その結果、翌年には金密輸は急減し、その後もコロナ禍により我が国へ

の入国者数が激減したこともあって、金密輸の摘発は極めて低位で推移してきました。 

 

＜金密輸による消費税脱税スキーム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、足元では、訪日外国人旅行者数が急速に回復していることに加え、金価格の上昇により

内国消費税の脱税から得られる不正な利益も上昇しています。このため、金密輸の摘発件数・押収

量は再び急激な増加に転じ、令和６年 1－6月の摘発件数は前年同期比 81％増、押収量は同約 8.1倍

となっています。 

 

＜摘発件数と押収量の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 
 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
R5

(1-6)

R6

(1-6)

押収量 449 2,032 2,802 6,277 2,054 319 150 27 135 268 115 937

摘発件数 119 465 811 1,347 1,086 61 51 5 9 218 126 228
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